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lAIA1 6大会発表報告
」巨AS研究部会では、口頭発表セツシヨンにおいて研究成果 2題の発表を行つた。1題は自然環境影響評価技

法研究会における生物多様性オフセツト評価のケーススタデイ事例の発表、もう1題は新領域研究会環境配慮ワー

キンググループ (WG)における企業活動に資する自主的環境アセスメントの進め方の研究発表である。

以下に発表の71y要及び各セッションの状況等について報告する。

自然環境影響評価技法研究会

大会初日の Quantifying biodiversity impacts and resil

ience potentialと いうセッションに参加し、自然環境影響

評価技法研究会の研究成果を発表した。聴講者は約 80名

であった。セッションの主題は、生物多様性の定量評価で

あり、特に予測評価の手法論について口頭発表。パネルディ

スカッションを通じて活発な議論が行われた。

口頭発表に先立ち、座長である田中章教授 (東京都市大

学)から、定量評価が環境影響評価や生物多様性オフセッ

トに不可欠な基盤技術であるとの指摘がなされた。

次に、4題の回頭発表が行われた。八木裕人氏 (EAイ

ンターナショナル合同会社)からは、荒瀬ダム撤去事業

におけるアユの生息地評価に関する事例が報告された。

続いて、本研究会の研究成果である、里山生態系・里海

生態系を対象とした生物多様性オフセット評価のケース

スタディ事例を報告した。3題 目は、Gunter Pamela氏

(AMEC Environment&Infrastructure)よ り、アメリカに

おけるHEPを改良した新たな評価手法に関する報告がな

された。4題目は、Sangdon Lee教 授 (梨花女子大学)よ

り、韓国における植生ベースの評価に基づくEcological

Restoration Cooperation Funds(生 態系再生協力基金)の

事例が報告された。

パネルディスカッションでは、定量評価手法は「質×面

積×時間」という基本的枠組みの共通性は見られるものの、

質の捉え方は、特定種をベースとする場合 (例 :HEP)と

植生をベースとする場合 (例 :ハビタットヘクタール法)等、

多様なアプローチがあると整理された。いずれの手法でも、

普遍的な適用が目指されているわけではなく、各国の自然

や法制度等、地域の文脈に応じて試行錯誤しつつ手法が開

発されていると感じられた。里山 。里海という特徴的な生

態系の評価を巡っても、欧米手法を参照しつつも、地域の

文脈に基づく評価手法の構築が重要と考えた。

(レポーター :清水建設 (株)渡部陽介)

新領域研究会 環境配慮 WG

大会最終日の 5月 14日 に「Impact assessment of small

things」 のセッションに参加し、JEASの新領域研究会に

おける環境配慮 WGの研究成果をメンバー代表者として

発表した。

本セッションでは、発表題目が 4つあり、インドのヒ

マラヤ地域における小水力発電事業における計画・承認時

の住民関与方法等に関する題目 (発表者 :Diduck,Alan氏)

と高等教育等における社会的影響評価に関する 2題目 (発

表者 :Adusei,Kwadwo氏 )、 そして筆者が発表した、企

業活動に資する自主的環境アセスメントの進め方 (英名 :

「PrOpOsal of EIA for private business in Japan」 ) という題

目であつた。

本 WGで は、これまでの研究成果のうち①民間企業向

けの自主アセスガイドブックの検討、②環境認証・環境金

融制度で求められる環境配慮と環境アセスメントとの関

連、③」EAS版自主アセス認証制度創設の検討の 3点に着

目し、発表した。

聴講者は 30名程度であり、質疑の中で、「民間企業が

主体である組織が自主アセスを推進する方法を検討してい

ることに関して評価する」とのコメントをいただいた。こ

のことから、本発表を通じて、日本において環境アセスメ

ントを推進する」EASの取組を他国にアピールできたと考

える。

また、本学会の」EASブースに展示していた本研究内容

のポスターを見た参加者から、「アメリカのボストンにお

いて自主アセスの認証制度があるので検討の参考になるの

ではないか」という情報・意見をいただいた。このように、

今後」EAS版の自主アセス認証制度を検討していくうえで

有益な情報もいただくことができた。

本発表を通じて得られた情報 。意見を踏まえ、新領域研

究会の環境配慮 WGの成果をとりまとめていきたい。

(レポーター :ドーコン (株)土門優介)
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